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研究成果

概要
モンゴ、ルで、は、近年、ヤギを主とする家畜の増加、遊牧民の都市集中によるオーバーグ

レイジングと定住化、農耕地化と放棄、林内遊牧などが進行し、一千年以上続いてきた伝

統的遊牧の様式と草原の利用状況が急激に変化した。家畜のオーバーグレイジングや農耕

によって、森林が成立する地帯であっても、土壌がアルカリ化し、グレイジング耐性植均

が長く優占して草原が牧畜利用に適さなくなる。一方、遊牧による住居の季節単位の移任

や年単位の移動は、一時的定住によるオーバーグレイジングからの草原の回復を容易にし、

大型のグ、レイジング耐性植物の優占を防止し、オーバーグレイジングに至らないまでの?

率のグ、レイジングは草原の生物多様性と生産力を上昇させる O 谷と斜面の刈り取り高ヤ

Lた実験では、植物の生長が良い谷筋ではウシ・ウマに対応する高い刈り取りで、草戸の
低い斜面ではヒツジ・ヤギに対応する低い刈り取りで植物の年生産が高くなり、ヒツシ・

ヤギを斜面に、ウシ・ウマを谷筋に誘導するという、伝統的な遊牧方式が草原の生産力を

高めていることが確かめられたO また、家畜に食べられないグ、レイジング、耐性植物が混在

することは土壌の乾燥化を妨げ、草原の生産力を保つというプラスの作用のあることが刀

かった。草原に接した森林の樹齢構成を調べると、どの森林も樹齢がすべて数十年以上?、

近年は森林が全く更新していなし、。これは家畜のグレイジングによるもので、数十年前に

は森林が更新できたのであり、近年の林内遊牧によるものと思われる。森林の存在は草原

の水循環にとって重要であり、このまま森林が消失していくと、草原の乾燥化が促進され

る恐れが高い。草原植物の種多様性を高めるような、家畜のグレイジング圧を適度に維持

した遊牧がモンゴルの自然環境に適合した産業として千年以上に持続してきていることが

明らかになった。


